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は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
２
６
年
4
月
に
潮
来
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
丸
上
理
絵
で
す
。
大
学
卒
業
ま
で
は
北
海

道
札
幌
市
に
住
み
、
就
職
後
は
大
阪
、
千
葉
、
東
京
な
ど
を
経
て
、

こ
の
度
潮
来
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
幼
少
期
か
ら
、
ス
キ
ー
や
海
遊

び
な
ど
自
然
に
親
し
ん
で
育
ち
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
訪
れ

た
際
に
目
に
し
た
水
辺
の
豊
か
な
暮
ら
し
方
に
憧
れ
を
抱
い
た
こ

と
が
、「
水
辺
の
街
」で
あ
る
潮
来
市
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
で
す
。

　
潮
来
市
で
の
生
活
も
6
カ
月
目
を
迎
え
、
犬
の
散
歩
中
や
老
人

ホ
ー
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
機
会
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
担
当
事
業
は「
潮
来
市
高
大
連

携
事
業
」で
す
。
潮
来
高
校
生
が
大
学
生
と
の
協
働
学
習
を
通
じ
て

大
学
の
学
び
を
体
験
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
機
会
の
運
営

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
7
年
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
は
、

潮
来
市
が
高
校
と
大
学
の
間
に
入
る
こ
と
で
、
若
者
の
柔
軟
な
ア

イ
デ
ア
を
潮
来
市
の
魅
力
づ
く
り
に
直
接
活
か
せ
る
、
非
常
に
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は「『
＃
潮
来
推
し
』が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」を
大
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
高
校
生
と
大
学
生
の
混
成
チ
ー
ム（
計
8
班
）で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
7
月
の
事
前
学
習
を
経
て
、
9
月
に
は
3
日
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ア
作
成
に
挑
み
ま
す
。
本
事
業
を
通
し
て
、
高
校
生
と
大
学
生
が

潮
来
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に「
潮
来
市
に
住

み
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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潮
来
市
高
大
連
携
事
業
を
通
じ
た

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
て

　
北
浦
で
魚
類
相
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
！

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然
第
96
回

　
北
浦
の
そ
ば
に
あ
る
茨
城
大
学
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
今
夏

も
湖
沼
の
環
境
問
題
を
体
験
的
に
学
ぶ
公
開
臨
湖
実
習
5
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
、
全
国

の
多
く
の
大
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
実
習
の
合
間
に
は
、
北
浦
で
５
年
に

一
度
の
魚
類
相
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
環
境
省
の「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
イ
ト
１
０
０
０
陸
水
域
調
査（
湖
沼
）」と
連
携
し
て
お
り
、
絶
滅
危
惧
種
や
外
来
種
の

生
息
状
況
な
ど
か
ら
生
物
多
様
性
の
概
況
や
そ
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
北
浦
で
は
茨
城
大
学
の
教
員
・
学
生
に
よ
る
調
査
と
他
機
関
に
よ
る
調
査
の
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
、
１
９
６
０
年
代
以
降
の
魚
類
相
の
変
遷
が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

例
え
ば
１
９
７
０
年
代
に
は
常
陸
川
水
門（
利
根
川
河
口
域
と
霞
ヶ
浦
の
境
界
付
近
の
水

門
）の
閉
鎖
に
よ
っ
て
海
水
魚
・
汽
水
魚
の
種
類
数
が
減
少
し
ま
し
た
。
年
代
間
で
淡
水

魚
の
種
類
数
に
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
す
が
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
２
０
１
０
年
代

に
か
け
て
絶
滅
危
惧
種
9
種
の
消
失
、
国
内
・
国
外
外
来
種
の
増
加
な
ど
種
構
成
の
変

化
が
起
き
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
１
０
年
代
と
同
様
に
複
数
の
絶
滅
危
惧
種
や
国
内
・

国
外
外
来
種
が
確
認
さ
れ
（
写
真
１
～
３
）、
劇
的
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、
温
暖
化
影

響
の
た
め
か
一
部
の
魚
種
が
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
し
た
。
ま
だ
分
析
中
で
す
の
で

詳
細
は
別
の
機
会
に
…
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
目
標
の
も
と
で
湖
沼
の
自
然
資
本
と
生
態
系
を
将
来
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
現
場
で
現
況
を
把
握
し
そ
の
変
化
を
早
期
に
探
知
し
、

未
来
を
予
測
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
魚
類
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
地
道
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共
創
機
構
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
光
樹
・
金
子
誠
也
・
加
藤
樹
音
・
加
藤
皐
太

　
日
本
国
際
湿
地
保
全
連
合
　
　
　
　
丸
山
啓
太

　
茨
城
県
霞
ケ
浦
北
浦
水
産
事
務
所
　
小
熊
進
之
介

写真１ 絶滅危惧種キンブナ

写真２ 琵琶湖原産のワタカ

写真３ 中国原産のダントウボウ

図１ 北浦で記録された魚類の
　　 種類数の変化


